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(57)【要約】
【課題】部品点数の少ないプッシュスイッチを提供する
。
【解決手段】ガイド部５３が内周面に形成された中空構
造のハウジング５０と、第１ラチェット歯１５が形成さ
れた操作体１０と、カム部２６、及び、第２ラチェット
歯２７を有し、ハウジング５０内で軸方向に昇降可能か
つ周方向に回転可能であるカムフォロワ２０と、第１ば
ね７０と、カムフォロワ２０に係合する被係合片３３、
及び、可動接点３２ａを有し、カムフォロワ２０と一体
で回転する金属製のコンタクト部材３０と、コンタクト
部材３０が回転することで接点が切り換わる固定端子４
０と、固定端子４０が取り付けられたベース６０と、を
備え、コンタクト部材３０の回転中心に貫通孔３１ａが
形成され、ベース６０は、貫通孔３１ａに挿入されると
共にコンタクト部材３０の回転中心となる回転軸部６２
を備えている。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転規制部及び復帰規制部を有するガイド部が内周面に形成された中空構造のハウジン
グと、
　軸方向に昇降可能であると共に、周方向に延びる第１ラチェット歯が形成された操作体
と、
　前記回転規制部及び前記復帰規制部に案内されるカム部、及び、前記第１ラチェット歯
に係合する第２ラチェット歯を有し、前記ハウジング内で軸方向に昇降可能かつ周方向に
回転可能であるカムフォロワと、
　前記第１ラチェット歯及び第２ラチェット歯が噛合するように、前記カムフォロワを前
記操作体に近づく復帰方向に向けて付勢する第１ばねと、
　前記カムフォロワに係合する被係合部、及び、可動接点を有し、前記カムフォロワと一
体で回転する金属製のコンタクト部材と、
　前記可動接点が接触し、前記コンタクト部材が回転することで接点が切り換わる固定接
点と、
　前記固定接点が取り付けられたベースと、
　を備え、
　前記カム部が前記回転規制部にある復帰許容状態において前記操作体がプッシュ操作さ
れると、前記カム部が前記回転規制部から前記復帰規制部へ移行すると共に前記カムフォ
ロワ及び前記コンタクト部材が回転した後、前記カム部が前記復帰規制部に係止し前記カ
ムフォロワの復帰が規制される復帰規制状態となり、
　前記復帰規制状態において前記操作体がプッシュ操作されると、前記カム部が前記復帰
規制部から前記回転規制部へ移行すると共に前記カムフォロワ及び前記コンタクト部材が
回転した後、前記復帰許容状態になり、
　前記コンタクト部材の回転中心に貫通孔が形成され、
　前記ベースは、前記貫通孔に挿入されると共に前記コンタクト部材の回転中心となる回
転軸部を備えている
　ことを特徴とするプッシュスイッチ。
【請求項２】
　前記回転軸部の先端は、コイルばねで構成される前記第１ばね内に挿入され、前記第１
ばねの傾倒を防止している
　ことを特徴とする請求項１に記載のプッシュスイッチ。
【請求項３】
　前記ベースには、前記固定接点よりも前記コンタクト部材側に突出し短絡を防止するた
めの環状の台座部が形成されている
　ことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載のプッシュスイッチ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プッシュスイッチに関する。
【背景技術】
【０００２】
　図１３に示すように、操作体１１０をプッシュ操作することでリング状の可動接点１３
０が固定接点１４０に対して回転し、接点が切り換わるプッシュスイッチ１００が知られ
ている(特許文献１参照)。プッシュスイッチ１００は、プッシュ操作によって段階的に回
転するカムフォロワ１２０と、カムフォロワ１２０と一体で回転する樹脂製の作動部材１
２１と、作動部材１２１と一体で回転し電流が流れる金属製の可動接点１３０と、を備え
ている。可動接点１３０は、作動部材１２１に吊り下げ固定されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００３】
【特許文献１】特開２００９－５９５７８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、このようなプッシュスイッチにおいて、部品点数の削減すること継続的な課
題である。
【０００５】
　そこで、本発明は、部品点数の少ないプッシュスイッチを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題を解決するための手段として、本発明は、回転規制部及び復帰規制部を有する
ガイド部が内周面に形成された中空構造のハウジングと、軸方向に昇降可能であると共に
、周方向に延びる第１ラチェット歯が形成された操作体と、前記回転規制部及び前記復帰
規制部に案内されるカム部、及び、前記第１ラチェット歯に係合する第２ラチェット歯を
有し、前記ハウジング内で軸方向に昇降可能かつ周方向に回転可能であるカムフォロワと
、前記第１ラチェット歯及び第２ラチェット歯が噛合するように、前記カムフォロワを復
帰方向に向けて付勢する第１ばねと、前記カムフォロワに係合する被係合部、及び、可動
接点を有し、前記カムフォロワと一体で回転する金属製のコンタクト部材と、前記可動接
点が接触し、前記コンタクト部材が回転することで接点が切り換わる固定接点と、前記固
定接点が取り付けられたベースと、を備え、前記カム部が前記回転規制部にある復帰許容
状態において前記操作体がプッシュ操作されると、前記カム部が前記回転規制部から前記
復帰規制部へ移行すると共に前記カムフォロワ及び前記コンタクト部材が回転した後、前
記カム部が前記復帰規制部に係止し前記カムフォロワの復帰が規制された復帰規制状態と
なり、前記復帰規制状態において前記操作体がプッシュ操作されると、前記カム部が前記
復帰規制部から前記回転規制部へ移行すると共に前記カムフォロワ及び前記コンタクト部
材が回転した後、前記復帰許容状態になり、前記コンタクト部材の回転中心に貫通孔が形
成され、前記ベースは、前記貫通孔に挿入されると共に前記コンタクト部材の回転中心と
なる回転軸部を備えていることを特徴とするプッシュスイッチである。
【０００７】
　このような構成によれば、コンタクト部材は特許文献１における作動部材及び可動接点
の２つの部品の機能を発揮するものであり、プッシュスイッチの部品点数が少なくなって
いる。また、コンタクト部材は、その貫通孔に挿通されたベースの回転軸部を回転中心と
して良好に回転できる。
【０００８】
　また、前記回転軸部の先端は、コイルばねで構成される前記第１ばね内に挿入され、前
記第１ばねの傾倒を防止している構成としてもよい。
【０００９】
　このような構成によれば、回転軸部の先端がコイルばねで構成される前記第１ばね内に
挿入されているので、第１ばねの傾倒を防止できる。
【００１０】
　また、前記ベースには、前記固定接点よりも前記コンタクト部材側に突出し短絡を防止
するための環状の台座部が形成されている構成としてもよい。
【００１１】
　このような構成によれば、ベースに形成された環状の台座部によって、コンタクト部材
と固定接点との不要な短絡（ショート）を防止できる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、部品点数の少ないプッシュスイッチを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
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【００１３】
【図１】本実施形態に係るプッシュスイッチの正面図である。
【図２】本実施形態に係るプッシュスイッチの平面図である。
【図３】本実施形態に係るプッシュスイッチの縦断面図であり、図２のＸ１－Ｘ１線断面
に対応している。
【図４】本実施形態に係る操作体、カムフォロワ及びハウジングの組み付け状態を示す下
面図である。
【図５】本実施形態に係るプッシュスイッチの分解斜視図である。
【図６】本実施形態に係るプッシュスイッチの分解斜視図である。
【図７】本実施形態に係るコンタクト部材の斜視図である。
【図８】本実施形態に係るコンタクト部材の斜視図である。
【図９】本実施形態に係るベース及び固定接点の斜視図である。
【図１０】本実施形態に係るベースの斜視図である。
【図１１】本実施形態に係る固定接点の斜視図である。
【図１２】本実施形態に係るプッシュスイッチの動作を段階的に示す展開図である。
【図１３】従来に係るプッシュスイッチの縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明の一実施形態について、図１～図１２を参照して説明する。ここで、明確に説明
するために図１等に「上、下、左、右、前、後」を設定するが、プッシュスイッチ１の使
用向きを限定するものでない。
【００１５】
≪プッシュスイッチの構成≫
　プッシュスイッチ１は、操作体１０を軸線Ｏ１方向（軸方向、上下方向）にプッシュ操
作することで、固定端子４０に対してコンタクト部材３０が軸線Ｏ１を中心として回転し
、接点が切り換わるロータリースイッチである。プッシュスイッチ１は、例えば、車両用
のルームランプをＯＮ／ＯＦＦするスイッチとして使用される。プッシュスイッチ１は、
操作体１０と、カムフォロワ２０と、コンタクト部材３０と、固定端子４０と、ハウジン
グ５０と、ベース６０と、第１ばね７０と、第２ばね８０と、カバー９０と、を備えてい
る。
【００１６】
＜操作体＞
　操作体１０は、作業者（運転者等）が直接操作する部品であって、ハウジング５０に対
して軸方向（上下方向）に昇降可能に構成されている。操作体１０は、例えば、熱可塑性
樹脂で形成されている。操作体１０は、四角柱状の操作部１１と、操作部１１の下端から
径外方向に段違いに大径で下方に延びる円筒部１２と、円筒部１２の下端から延びる４本
の被ガイド部１３と、操作部１１の下面から円筒部１２内を軸線Ｏ１に沿って下方に延び
る軸部１４と、を備えている（図３、図５、図６参照）。
【００１７】
　円筒部１２の下端面には周方向に延びる第１ラチェット歯１５が形成されている。第１
ラチェット歯１５は、下側の凸する８つの山部１５ａと、上側に凹む８つの谷部１５ｂと
を備えており、山部１５ａと谷部１５ｂとは周方向において交互に配列している（図５、
図６、図１２参照）。
【００１８】
　４本の被ガイド部１３は、周方向において等間隔（９０°間隔）で配置されている（図
４、図５、図６参照）。各被ガイド部１３は、円筒部１２の下端から径外方向に延びた後
、下方に延びており、略Ｌ字形を呈している。被ガイド部１３は後記する回転規制部５４
に軸方向に摺動自在に収容されている（図４、図６参照）。これにより、操作体１０は、
ハウジング５０に対して、軸方向に昇降可能であるが、周方向において回転不能となって
いる。また、このように径外方向に張り出した被ガイド部１３は軸方向においてハウジン
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グ５０に係止し、操作体１０がハウジング５０から上方に抜けないように構成されている
。
【００１９】
　軸部１４の下端は、カムフォロワ２０の貫通孔２１ａを貫通している（図３参照）。そ
して、軸部１４の貫通した部分には、他よりも大径の大径部１４ａが形成されている。大
径部１４ａは貫通孔２１ａ周りの底壁部２１に係止しており、これにより、軸部１４（操
作体１０）がカムフォロワ２０から上方に抜けないようになっている。なお、大径部１４
ａは、貫通孔２１ａから下方に突出する軸部１４を加熱し、加締めることで形成される。
ここで、軸部１４は熱可塑性樹脂製であるから、加熱することで塑性変形可能である。
【００２０】
＜カムフォロワ＞
　カムフォロワ２０は、ハウジング５０内に配置された二重円筒状で樹脂製の部材であり
（図３参照）、操作体１０の昇降動作に連動して、軸方向に昇降し周方向に回転する部材
である。カムフォロワ２０は、中心側のリング状を呈する底壁部２１と、底壁部２１の外
周縁から上方に延びる内円筒部２２と、内円筒部２２の上端から径外方向に延びるリング
状の天壁部２３と、天壁部２３の外周縁から下方に延びる外円筒部２４と、外円筒部２４
の下端から径外方向に延びるリング状の鍔部２５と、鍔部２５の外周縁から径外方向に延
びる４つのカム部２６と、を備えている（図４、図５、図６参照）。
【００２１】
　底壁部２１の中心には、軸部１４の貫通する貫通孔２１ａが形成されている。
【００２２】
　内円筒部２２と軸部１４との間には第２ばね８０を収容する円筒状の空間が形成されて
いる。外円筒部２４と内円筒部２２との間には、第１ばね７０を収容する円筒状の空間が
形成されている。
【００２３】
　鍔部２５の上面には、第２ラチェット歯２７が形成されている（図５、図６参照）。第
２ラチェット歯２７は、第１ラチェット歯１５と軸方向において対向しており、第１ばね
７０に付勢されて、第１ラチェット歯１５と噛み合わさる歯である。第２ラチェット歯２
７は、上側に凸する６つの山部２７ａと、下側に凹む６つの谷部２７ｂとを備えており、
山部２７ａと谷部２７ｂとは周方向において交互に配列している。
【００２４】
　鍔部２５には、軸方向に貫通した２つの係合孔２５ａが形成されている（図５、図６参
照）。２つの係合孔２５ａは、軸線Ｏ１を挟んで１つの直径線上に配置されている。係合
孔２５ａは、コンタクト部材３０の被係合片３３が差し込まれる孔である。被係合片３３
が係合孔２５ａに差し込まれることで、カムフォロワ２０とコンタクト部材３０とが周方
向において係合しスプライン結合している。これにより、カムフォロワ２０とコンタクト
部材３０とは軸線Ｏ１を中心として一体回転するようになっている。
【００２５】
　ただし、被係合片３３と係合孔２５ａとは、軸方向において、相対的に移動自在である
。これにより、カムフォロワ２０は、コンタクト部材３０に対して軸方向において昇降可
能である。
【００２６】
　４つのカム部２６は、周方向において等間隔（９０°間隔）で配置されている（図４、
図５、図６参照）。カム部２６は、後記するガイド部５３でガイドされる部分である。ガ
イドの内容については後で説明する。
【００２７】
＜コンタクト部材＞
　コンタクト部材３０は、固定端子４０に対して回転することで、接点を切り換える部材
である（図７、図８参照）。コンタクト部材３０は、特許文献１における作動部材及び可
動接点の２つの部品の機能を発揮するものであり、部品点数を少なくしている。コンタク
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ト部材３０は、金属製の薄板を、打ち抜き加工、曲げ加工、プレス加工等することで形成
された金属製の部材であって通電可能である。
【００２８】
　コンタクト部材３０は、ベース部３１と、一対の舌片３２、３２と、一対の被係合片３
３、３３（被係合部）と、を備えている。
【００２９】
　ベース部３１は、ベースとなる板枠状の部分であり、その中心である軸線Ｏ１上には貫
通孔３１ａが形成されている。貫通孔３１ａは、後記する回転軸部６２が挿通される孔で
あり、コンタクト部材３０が回転軸部６２を回転中心として良好に回転するようになって
いる。
【００３０】
　２つの舌片３２は、ベース部３１及び軸線Ｏ１を挟み対向して配置されている。各舌片
３２は、略半円状であり、ベース部３１から径外方向且つ下方に鈍角で斜めに延びている
。舌片３２とベース部３１とのなす鈍角は、後記する可動接点３２ａが固定端子４０に接
する程度に設計されている。各舌片３２の略中心には、下方に突出する半球殻状の可動接
点３２ａが形成されている。すなわち、２つの可動接点３２ａは、ベース部３１及び軸線
Ｏ１を挟み対向して配置されている。つまり、２つの可動接点３２ａは、軸線Ｏ１を中心
として、周方向において１８０°間隔で配置されている。
【００３１】
　そして、２つの可動接点３２ａが、軸線Ｏ１を中心として、固定端子４０に対して４５
°毎で段階的に回転することで、接点が切り換わるようになっている。
【００３２】
　２つの被係合片３３は、ベース部３１から上方に延びる細長の板片であって、周方向に
おいて隣り合う舌片３２の中間において軸線Ｏ１を挟み対向するように配置されている。
すなわち、２つの舌片３２と、２つの被係合片３３は、周方向において等間隔（９０°間
隔）で交互に配置されている。
【００３３】
　２つの被係合片３３は、前記したカムフォロワ２０の２つの係合孔２５ａにそれぞれ差
し込まれている。これにより、カムフォロワ２０とコンタクト部材３０とは周方向におい
て係合しており、カムフォロワ２０とコンタクト部材３０とは軸線Ｏ１を中心として一体
で回転するようになっている。各被係合片３３の上端には幅広の幅広部３３ａが形成され
ている。幅広部３３ａが係合孔２５ａ周りの鍔部２５に引っ掛かり、被係合片３３が係合
孔２５ａから抜けないようになっている。
【００３４】
＜固定端子＞
　固定端子４０は、ベース６０に部分的に埋設された固定側（非回転側）の端子である（
図９、図１０、図１１参照）。固定端子４０は、第１固定端子４１と、第２固定端子４２
と、第３固定端子４３と、を備えており、各端子は、電源、負荷等の外部回路に接続され
ている。第１固定端子４１、第２固定端子４２及び第３固定端子４３は、金属製の薄板を
プレス加工等することで形成された金属製の部材であり通電可能である。
【００３５】
　第１固定端子４１は、ベース６０から上方に露出した第１Ａ固定接点４１Ａを備えてい
る。第１Ａ固定接点４１Ａは、軸線Ｏ１を中心とした半円状で、その中心角は約１７０°
である。これにより、コンタクト部材３０が周方向においてどのようなポジションになっ
ても、１８０°間隔である２つの可動接点３２ａ、３２ａの一方が、第１Ａ固定接点４１
Ａに接触するように構成されている。
【００３６】
　第２固定端子４２は、ベース６０から上方に露出した第２Ａ固定接点４２Ａ及び第２Ｂ
固定接点４２Ｂを備えている。第２Ａ固定接点４２Ａ及び第２Ｂ固定接点４２Ｂは、軸線
Ｏ１を中心とした扇形を呈しており、その中心角は約４０°である。
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【００３７】
　第３固定端子４３は、ベース６０から上方に露出した第３Ａ固定接点４３Ａ及び第３Ｂ
固定接点４３Ｂを備えている。第３Ａ固定接点４３Ａ及び第３Ｂ固定接点４３Ｂは、軸線
Ｏ１を中心とした扇形を呈しており、その中心角は約４０°である。
【００３８】
　平面視で軸線Ｏ１を中心とする周方向において、第１Ａ固定接点４１Ａ、第２Ａ固定接
点４２Ａ、第３Ａ固定接点４３Ａ、第２Ｂ固定接点４２Ｂ、第３Ｂ固定接点４３Ｂの順で
配置されている。そして、コンタクト部材３０が軸線Ｏ１を中心として４５°毎で回転す
ると、２つの可動接点３２ａ、３２ａが、「第１ポジション→第２ポジション→第３ポジ
ション→第４ポジション→第１ポジション→…」の順で切り換わるようになっている。
【００３９】
　第１ポジションは、可動接点３２ａ、３２ａが第１Ａ固定接点４１Ａと第２Ａ固定接点
４２Ａとに接触し、第１Ａ固定接点４１Ａと第２Ａ固定接点４２Ａとが電気的に接続され
るポジションである。
　第２ポジションは、可動接点３２ａ、３２ａが第１Ａ固定接点４１Ａと第３Ａ固定接点
４３Ａとに接触し、第１Ａ固定接点４１Ａと第３Ａ固定接点４３Ａとが電気的に接続され
るポジションである。
【００４０】
　第３ポジションは、可動接点３２ａ、３２ａが第１Ａ固定接点４１Ａと第２Ｂ固定接点
４２Ｂとに接触し、第１Ａ固定接点４１Ａと第２Ｂ固定接点４２Ｂとが電気的に接続され
るポジションである。
　第４ポジションは、可動接点３２ａ、３２ａが第１Ａ固定接点４１Ａと第３Ｂ固定接点
４３Ｂとに接触し、第１Ａ固定接点４１Ａと第３Ｂ固定接点４３Ｂとが電気的に接続され
るポジションである。
【００４１】
＜ハウジング＞
　ハウジング５０は、中空構造である筒状の筐体であって、その内部に円柱状の中空部５
１を備えている（図３、図４、図５、図６、図１２参照）。中空部５１は、操作体１０、
カムフォロワ２０等を収容する空間である。中空部５１を囲むハウジング５０の内周面５
２には、操作体１０の上下動作（昇降動作）と、カムフォロワ２０の昇降動作（上下動作
）及び回転動作とをガイドするガイド部５３が形成されている。なお、ハウジング５０の
下部は、後記するベース６０に部分的に差し込まれている。
【００４２】
＜ハウジング－ガイド部＞
　ガイド部５３は、４本の回転規制部５４と、４つの復帰規制部５５と、４つの導入部５
６と、を備えている（図４、図６、図１２参照）。４本の回転規制部５４は周方向に等間
隔（９０°間隔）で配置されている。そして、周方向において隣り合う回転規制部５４の
間に、復帰規制部５５、導入部５６が順に配置されている。なお、平面視において、右回
りで、回転規制部５４、復帰規制部５５、導入部５６の順で配置されている。
【００４３】
　回転規制部５４は、鉛直方向（上下方向）に延びると共に下端が開口すると共に上方が
閉じた鉛直溝で構成されている。回転規制部５４には、操作体１０の被ガイド部１３が軸
方向に摺動自在で収容されている。これにより、操作体１０は、回転規制部５４によって
、軸線Ｏ１周りの回転を規制されつつ、軸方向にガイドされるようになっている。
【００４４】
　また、回転規制部５４にカムフォロワ２０のカム部２６が収容された場合、カムフォロ
ワ２０は、回転規制部５４によって、軸線Ｏ１周りの回転を規制されつつ、軸方向にガイ
ドされるようになっている。つまり、回転規制部５４にカム部２６が収容された場合、カ
ムフォロワ２０は上方への復帰が許容された「復帰許容状態」となる（図１２（ａ）参照
）。
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【００４５】
　復帰規制部５５、導入部５６は、円筒状のハウジング５０の内周面の下部が、部分的に
径外方向に凹むことで形成された凹部（切欠部）である。
【００４６】
　復帰規制部５５は、カム部２６の上方への移動と、カム部２６の回転を規制する部分で
ある。復帰規制部５５は、周方向において回転規制部５４から遠ざかるにつれて上方に傾
斜した天壁面５５ａと、天壁面５５ａの再頂部から下方に延びる側壁面５５ｂと、を備え
ている。
【００４７】
　そして、カム部２６が、天壁面５５ａ及び側壁面５５ｂで構成される角部５５ｃに配置
されると、カム部２６が軸方向において係止し、カムフォロワ２０の上方へ復帰が規制さ
れる「復帰規制状態」となる。つまり、復帰規制状態において、カムフォロワ２０は下方
に押し下がった状態で維持される。また、これと同時に、カム部２６は周方向において係
止し、カムフォロワ２０の回転も規制されるように構成されている。なお、角部５５ｃは
、周方向において、回転規制部５４の略中間に配置されている。
【００４８】
　導入部５６は、プッシュ操作されることで復帰規制部５５から下方に離脱したカム部２
６を、回転規制部５４に案内し導入する部分である。導入部５６は、側壁面５５ｂから回
転規制部５４に向かうにつれて上方に傾斜した導入面５６ａを備えている。
【００４９】
＜ベース＞
　ベース６０は、プッシュスイッチ１の土台を構成する樹脂製の部材であり、ベース本体
６１と、回転軸部６２と、台座部６３と、を備えている（図５、図９、図１０参照）。
　ベース本体６１は、上方が開口した浅底の四角箱状を呈している。また、ベース本体６
１の内部には、第１固定端子４１、第２固定端子４２、第３固定端子４３が部分的にモー
ルドされている。
【００５０】
　回転軸部６２は、ベース本体６１の底壁部の中心から軸線Ｏ１に沿って上方に延びる円
柱状の部分である。回転軸部６２は、ベース部３１の貫通孔３１ａを貫通しており、コン
タクト部材３０の回転中心となる部分である（図３参照）。このようにして、コンタクト
部材３０は回転軸部６２を中心として傾倒せずに安定して回転するようになっている。な
お、コンタクト部材３０が傾いてしまうと、スムースに回転せず、接点不良となる虞があ
る。
【００５１】
　回転軸部６２の上端部は、第１ばね７０の下部内にも挿入されている（図３参照）。こ
れにより、第１ばね７０の傾倒が防止され、第１ばね７０がカムフォロワ２０を上方に良
好に付勢するようになっている。なお、第１ばね７０が傾いてしまうと、第１ばね７０の
付勢方向が軸線Ｏ１方向からずれ、カムフォロワ２０がスムースに回転し難くなる。
【００５２】
　台座部６３は、第１Ａ固定接点４１Ａ、第２Ａ固定接点４２Ａ、第２Ｂ固定接点４２Ｂ
、第３Ａ固定接点４３Ａ、第３Ｂ固定接点４３Ｂよりも上方（コンタクト部材３０側）に
突出すると共に、ベース部３１に摺接し、コンタクト部材３０と第１Ａ固定接点４１Ａ等
との不要な短絡を防止する部分である。これにより、第１ばね７０によって下方に付勢さ
れているコンタクト部材３０が、２つの可動接点３２ａ以外で、固定端子４０に接触しな
いようになっている。
【００５３】
＜第１ばね＞
　第１ばね７０は、圧縮コイルばねで構成されており、カムフォロワ２０の天壁部２３と
、コンタクト部材３０のベース部３１との間に縮設されている（図３参照）。そして、第
１ばね７０は、第１ラチェット歯１５と第２ラチェット歯２７が噛合するように、カムフ
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ォロワ２０を上方（復帰方向）に付勢している。
【００５４】
＜第２ばね＞
　第２ばね８０は、圧縮コイルばねで構成されており、操作体１０の操作部１１と、カム
フォロワ２０の底壁部２１との間に縮設されている（図３参照）。そして、第２ばね８０
は、カムフォロワ２０に対して、操作体１０を常に上方に付勢している。これにより、プ
ッシュ操作されていない場合、操作体１０の被ガイド部１３が常にハウジング５０に引っ
掛かった状態となり、操作体１０が軸方向に振動せず、操作体１０がハウジング５０に衝
突を繰り返さず、衝突音も発生しない。
【００５５】
＜カバー＞
　カバー９０は、縦断面視において逆Ｕ字形を呈しており、ハウジング５０に覆い被さる
と共に、その下端部がベース６０に係止している。これにより、ハウジング５０とベース
６０とは組み合わさった状態で維持されている。
【００５６】
≪プッシュスイッチの動作、効果≫
　プッシュスイッチ１の動作について、図１２を参照して説明する。
　図１２（ａ）に示すように、カム部２６が回転規制部５４にある復帰許容状態において
、プッシュ操作、つまり、操作体１０が押し下げられると、第１ラチェット歯１５がカム
部２６を押し下げる。
【００５７】
　カム部２６が回転規制部５４よりも押し下げられると（図１２（ｂ）参照）、カム部２
６は第１ラチェット歯１５に沿って摺動し、カムフォロワ２０が回転する（図１２（ｃ）
参照）。
【００５８】
　プッシュ操作が解除されると、操作体１０の第１ラチェット歯１５は上昇するが、カム
部２６は復帰規制部５５の天壁面５５ａに沿って摺動する（図１２（ｄ）参照）。そして
、カム部２６は角部５５ｃに係止され、カムフォロワ２０の上方への復帰及び回転が規制
された復帰規制状態となる（図１２（ｅ））。
【００５９】
　復帰規制状態において、プッシュ操作されると、第１ラチェット歯１５がカム部２６を
押し下げる（図１２（ｆ）参照）。カム部２６が復帰規制部５５よりも押し下げられると
、カム部２６は第１ラチェット歯１５に沿って摺動し、カムフォロワ２０が回転する（図
１２（ｇ）参照）。
【００６０】
　プッシュ操作が解除されると、操作体１０の第１ラチェット歯１５は上昇するが、カム
部２６は導入面５６ａに沿って摺動し（図１２（ｈ）参照）、回転規制部５４に導入され
る（図１２（ｉ）参照）。そうすると、カム部２６は回転規制部５４を上昇し、復帰許容
状態に戻る（図１２（ｊ）参照）。
【００６１】
　ここで、周方向において回転規制部５４は９０°間隔であり、角部５５ｃは周方向にお
いて隣り合う回転規制部５４の略中間に配置されているから、カム部２６（カムフォロワ
２０）はプッシュ操作によって約４５°毎で回転する。そして、カムフォロワ２０と一体
であるコンタクト部材３０も約４５°毎で回転し、可動接点のポジションが、「第１ポジ
ション→第２ポジション→第３ポジション→第４ポジション→第１ポジション→…」、の
順で切り換わる。
【００６２】
　コンタクト部材３０は、前記したように、特許文献１における作動部材及び可動接点の
２つの部品の機能を発揮するものであり、部品点数は削減されている。また、コンタクト
部材３０は、回転軸部６２を中心として傾かずに回転できる。さらに、回転軸部６２の上
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【００６３】
　以上、本発明の一実施形態について説明したが、本発明はこれに限定されず、適宜に変
更してもよい。
【符号の説明】
【００６４】
　１　　　プッシュスイッチ
　１０　　操作体
　２０　　カムフォロワ
　２６　　カム部
　３０　　コンタクト部材
　３２ａ　可動接点
　３３　　被係合片（被係合部）
　４１　　第１固定端子
　４２　　第２固定端子
　４３　　第３固定端子
　５０　　ハウジング
　５３　　ガイド部
　５４　　回転規制部
　５５　　復帰規制部
　６０　　ベース
　６２　　回転軸部
　６３　　台座部
　７０　　第１ばね
　８０　　第２ばね
【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１３】
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